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令和 5年度  

相川小学校 校内研究の概要 
 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

  今年度の校内研究は昨年度の反省より，新たに研究主題を設定し，今日的な課題の解決＋「日々の実践」

や「研究授業を全員で練り上げ，振り返り，課題と成果を共有していく」ことによって教師としての力

量を高めていくことを目的として行いたいと思う。そのため全て課題解決トピック型の研修を行うので

はなく，日々の実践を軸とし，研究授業を日々の実践の集大成として行うことで主題を達成するにはど

のような授業や手立てを講じればよいのか全員で研究する。仮説検証型の校内研究ではないので，こう

したら子どもがこうなるだろうという仮説は打ち立てないが，最終的にめざす子供像は本校のめざす児

童像でもある， 

○健康で、最後までやりぬく子ども   ○自ら学び、進んで物事を解決しようとする子ども 

○思いやりがあり、自他にやさしく心豊かな子ども 

とする。そのために，甲府スタイルの授業を基盤として研究主題「個別最適な学びと協働的な学びの一体

的な充実した授業をめざして～ICT の効果的な活用を通して～」の校内研究を進めていく。 

研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別最適な学びと協働的な学びが一体的に充実した授業をめざして  

～ICTの効果的な活用を通して～ 

研究主題 

学校教育目標 つよく かしこく うつくしく 

めざす児童像 

○健康で、最後までやりぬく子ども 

○自ら学び、進んで物事を 

解決しようとする子ども 

○思いやりがあり、自他にやさしく

心豊かな子ども 

 

めざす教師像 

○子どもを大切にし， 

子どもと共に歩む教師 

○ 自己を高め、努力する教師 

○ 力を合わせ、助け合う教師 

主体的・対話的で深い学び 

個別最適な学びと協働的な学びが一体的に充実した授業をめざして 

～ICTの効果的な活用を通して～ 

甲府スタイルの授業を基盤 

 

 

研究主題 
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２．研究主題について 

①なぜ，このような研究主題なのか 

令和３年１月に中央教育審議会から公表された答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」

の中に「全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと，協働的な学び」といった言葉が使われ，

これからの日本の教育の方向性が示された。それを受け，令和５年度山梨県学校教育指導重点にも「確

かな学力の育成」として， 

学習指導要領の趣旨を踏まえた、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実 し、「主体  的・

対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善及び評価に取り組み、新しい時 代に必要となる資質・能力

の育成に努める。 

と方針が出された。本校の児童の実態を見ても，多様な価値感をもつ児童が増えてきている。また，

本校の学校教育目標にも， 

めざす児童像 「○自ら学び、進んで物事を解決しようとする子ども」 

めざす教師像 「○子どもを大切にし，子どもと共に歩む教師」 

  とある。視点を変えて考えると， 

めざす児童像 「○自ら学び、進んで物事を解決しようとする子ども」 

＝自ら学習を調整，学習を深め，広げられる児童 

めざす教師像 「○子どもを大切にし，子どもと共に歩む教師」 

             ＝個に応じた指導を行うことで，一人一人の児童を大切にして共に歩む教師 

と捉え直すこともできる。個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実をめざすことで学校教育目

標を達成することができると考えた。国がめざしている方向，山梨県がめざしている方向，そして本

校の学校教育目標の３点から研究主題を「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実した授業を

めざして」とした。「個別最適な学び」と「協働的な学び」といった新たな視点をもつことで，学びの

一層の充実と図っていきたい。 

中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）【総論解説】」より 
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②「個別最適な学び」「協働的な学び」とは 

「個別最適な学び」とは，子ども自身

が自分に合った学びの方法を選んだり，

興味のある内容を自分で選んだりして学

習することだと考えられる。また，教師

目線で考えると，子ども自身が自分の学

ぶ方法や内容を選べるようにその子にあ

った指導を行うことだと考えられる。 

一方で「協働的な学び」とは子どもた

ちが多様な他者とお互いに支え合い，話

し合いながら学習することで，わからな

いところを教え合ったり，一つの課題に

ついて話し合って解決したり，お互いの

良さを生かして補完し合う学習のことだと考えられる。 

 

③なぜ一体的な充実した授業をめざすのか 

授業を例にして考えてみたいと思う。ま

ず，授業の課題 or めあてを捉えて問題に

取り組み，自分なりの考えを持つまでが個

別学習だとする。個別学習のみだと，子ど

もはそれ以上の考えの広がりや深まりを

自力で得ることは難しい。一方で協働学習

のみだと，自分の考えをもつことが難しい

子どもは他者の意見を聞くばかりになる

恐れがある。 

「個別学習」と「協働学習」の往還，つ

まり一体的な充実した授業を行うことで，

自分なりの考えを全員がもち，自分の考え

と他者の考えを比較・分類・関連づけなど

を行うことで，自分の考えを捉え直し，考え深め，広げることができると考える。そして，深まったり

広がったりした考えをもとに新たな自分なりの考えをもつことができるようになると考える。 

 

④なぜ，「ICT の効果的な活用を通して」なのか 

「個別最適な学び」を行おうとすると，児童全員の学習状況等を把握する必要があることが容易に想

像される。しかし，従来の授業の進め方では一人の教師が全員の状況を把握することは不可能に近い。

そこで，ICT を活用することで，児童の学習状況や学習履歴を教師が把握し，その児童にあった指導を

行うことが可能となる。また，児童本人が自らの学習の状況を把握することで，主体的に学習を調整す

ることができるよう促すことが可能となる。「協働的な学び」においしても ICT を活用することでお互

いの情報を共有しやすくなったり，自分で選択して情報を得ることができるようになったりするなど，

利点が大きい。そのため，ICT を活用することで，個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実した

授業に近づくと考えた。ただし，ICT はあくまでツールであり，なんでも使うのではなく効果的な活用

を模索していきたい。 

 

ベネッセ「VIEWnext 教育委員会版 2021 年度 vol.4」より 

ベネッセ「VIEWnext 教育委員会版 2021 年度 vol.4」より 
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 ⑤なぜ「甲府スタイル」の授業が基盤なのか 

   甲府スタイルの授業を基盤とすることで，教師にとっても児童にとってもぶれない授業を行うこと

ができ，確かな学力を身に着けることができるとともに，より個別最適な学びと協働的な学びの一体的

な充実した授業に近づくと考えられる。特に「こ 子どもの視点に立った見通しと振り返り」では子ど

もの視点に立って授業を考えることで，授業をデザインしやすくなる。そのため，ねらいがぶれない，

ゴールが明確な授業となり，個に応じた指導がしやすくなると思われる。 

 

３．今年度の方向性について 

 ①具体的な研究内容について 

   今年度は，研究主題「個別最適な学びと協働的な学びが一体的に充実した授業をめざして～ICT の

効果的な活用を通して～」の１年次と設定し，「個別最適な学び」を行うには，どのように ICT を活用

して子どもの状況を把握していけば，授業づくりをする上で効果的なのか模索していきたい。 

これまでの授業において，協働的な学習は多く取り入れられていたが，子ども全員を対象とした個に

応じた指導は行えていない。また，子どもたちも自ら学習を調整する力を簡単に習得できるものではな

い。研究の一歩目として ICT を活用しての子ども学習状況を把握して，個に応じた指導を行うことを

目標にし，最終的に児童が自ら学習を調整する力を習得できるよう研究を進めていきたい。理想として

は，子ども全員の状況を把握して行いたいが，今年度は特に支援を要する児童を主な対象として，児童

が自ら学習を調整する力と習得できるよう具体的に研究を進めていきたい。 

 

 ②研究授業・研修会について 

昨年度の反省から，今年度は研究授業を行い，全員で研究討議を行っていきたい。時期や方法におい

ては今後検討していくが，教師も協働的に学べるような研究授業をめざした。 

校内の研修会においては，道具としての ICT 端末活用能力を向上させることと，研究を通して個別

最適な学びと協働的な学びの一体的な充実した授業の具体像をつかみ，教科を問わず実践すること目

標に適宜開催していきたい。 

 

４．研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究推進委員会 

校長 教頭 教務主任 研究主任☆ 研究副主任● 

全体会 

ICT 活用研究部 外国語研究部 

奇数ブロック 

教頭  教務主任 

村松  宮川 

清水  小澤脩 

鈴木☆ ◎初鹿● 

平出  飯島 

大森  羽田 

小田切 ◎ﾌﾞﾛｯｸ長 

偶数ブロック 

校長  岩間 

茂木  山下 

小澤彩 ◎三井 

小池  秋山 

相山  中沢 

名取  高鳥 

芦澤  ◎ﾌﾞﾛｯｸ長 

校長 

教頭 

教務主任 

鈴木☆ 

赤井 

ダン 

低中高ブロックより

１名ずつ 
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５．研究計画 

 

時期（月） 研 究 活 動 内 容 

４月 校内研究部内会議 ・研究の概要及び方向性についての検討 

5/17 

校内研究会① 

 

 

（小中高連携授業視察） 

・研究の概要及び方向性についての提案 

・研究計画の提案 

（・英語推進事業についての全職員での共通理解） 

（・相川小の英語の授業参観及び交流） 

６/14 

校内研究会② 

 

 

（小中高連携授業視察） 

 

・研究の概要及び方向性についての決定 

・研究計画の決定 

（・CAN－DOリストの確認及び共有） 

（・北東中の英語の授業参観及び交流） 

（・西高校の英語の授業参観及び交流） 

７/5 
7/21 

校内研究会③ 

校内研究会④ 

・研究授業の内容の検討 

・ICTの活用方法についての検討 

８/21 
 

8/18 
 

校内研究会⑤ 

 

小中合同学習会 

 

・研究授業指導案検討 

・教育課程還流報告 

（・北東中学区小中合同学習会） 

・情報交換及び研究授業の検討 

9/6 校内研究会⑥ 
・研究授業指導案検討 

（・ICTの活用方法についての実践共有） 

10/4 校内研究会⑥ ・研究授業及び反省会or指導案検討 

11/15 校内研究会⑦ 
・研究授業及び反省会 

（・英語研究授業及び研究会（外部業者による撮影）） 

12/ 校内研究会⑧ 

・研究授業の成果と課題の分析 

（・英語・成果発表会に向けて内容検討） 

・研究紀要作成に向けて 

1/10 校内研究会⑨ 

・英語教育改善プラン成果発表会に向けて準備 

（校内へのプレゼン及び反省） 

・令和５年度の成果と課題の検討 

2/9  ・英語教育改善プラン成果発表会 

2/21 校内研究会⑩ ・年間の反省と次年度に向けて 

3/  ・次年度の校内研究の概要及び方向性についての検討 

 


